
時代の変わり目で頑張る自治体職員のモヤモヤ分類

縦割り
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働くやりが
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ゴールが見
えない事業

何のために、何をしているかが
分からない

マクロの問
題ミクロ化

擦り付け合
い

井の中の蛙が心地よい病の蔓延

リスクとコスト
アクション
→仕事増え

る

人が減る

徒労感

業務は増える
できる人は限られる

挑戦できない

メンタル
モデル

内部連携
(ができない)

SDGs
庁内他部署
の巻き込み

方

教育体制
(が整ってない)

内外部の
関係性希薄

推進体制・
庁内体制

(が整ってない)

社会の変化に対応できない内
部の体制/人材の考え方

構造
パターン

情報発信
効果的な方

法？

SDGs
住民に自分
事としても
らうには

誰に、何を、どうやって伝えた
ら良いか分からない

地域の声を
聞くPF
（がない）

外部の巻き
込み方

市民との
関係性

民間との繋
がり方が分
からない

誰と、どうやって関係構築したら
良いか分からない

ので

ので

デジタル遅
れ

導入すべきものとそうでな
いものの判断がつかない

DXとか
GXとか

脱炭素とか…

ついでに

今、行政の組織内にあるもの

今、行政の組織内で起きてること

行政の組織の外とのつながり方
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